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一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

平成30年度の決算について、適正に予算が執行されたか、期待した行政効果が得られたか、
今後改善を要する点は何かなどに主眼をおいて審査した。活発な意見や多くの質疑があった。

一般会計の歳入歳出の差引額は４億7,010万円の黒字となり、繰越明許費繰越額
として1億1,487万円を翌年度に繰り越した。

対応した決算の審査
財源の確保など評価できる

概
要

教育費（9.8％） 
10億3,756万円

借入金の返済（9.1％）
9億6,699万円

借入金（7.8％） 
8億6,656万円

その他の依存財源（0.7％） 
7,996万円

国庫支出金
（13.0％） 
14億2,767万円

県支出金
（7.9％） 
8億7,978万円

民生費（35.7％） 
37億9,625万円

106億
3,445万円

その他（議会費・労働費・農林水産業費・商工費・消防費・災害復旧費）
（7.9％） 8億4,000万円

総務費（16.1％） 
17億945万円

衛生費（7.6％） 
8億1,031万円

土木費（13.8％） 
14億7,389万円

111億
455万円

町税（36.6％） 
40億6,171万円

繰入金（2.8％） 
3億1,373万円

繰越金（2.9％） 
3億2,468万円

その他の自主財源
（5.8％） 6億4,823万円

地方交付税
その他交付金
（22.5％） 
25億223万円

      自主財
源
 48.1%

依存
財
源
 5
1.9

％

歳 入 総額111億455万円

総額106億3,445万円歳 出

ヒナサイ山水路改修

太田小学校防球フェンス

石海公民館トイレ
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一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

緊急を要した事業に
支出削減の取り組み・

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
を
審
査
す
る「
決
算
委

員
会
」を
設
置
し
、９
月
10
日
〜
12
日
ま
で
の
３
日
間
で

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。審
査
意
見
を
付
し
て
全
員
賛

成
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
、本
会
議
に
報
告
し
た
。

問　

平
成
30
年
度
は
ど
の

様
な
も
の
に
活
用
し
た
の
か
。

答　

大
き
な
事
業
で
高
齢

者
等
買
い
物
支
援
モ
デ
ル

事
業
、ヒ
ナ
サ
イ
山
水
路

改
修
工
事
、営
農
組
合
へ

の
大
型
機
械
導
入
、子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
充
実
事
業
な
ど
。

問　

財
政
課
の
視
点
で
下

水
道
使
用
料
の
値
上
げ
は

あ
る
の
か
。

答　

現
在
起
債
で
行
っ
た

面
整
備
が
終
了
し
返
済
が

多
く
な
っ
て
い
る
。今
後
の

更
新
時
期
が
来
る
と
新
た

な
起
債
が
必
要
と
な
り
町

民
の
負
担
が
さ
ら
に
増
え

る
。財
政
課
と
し
て
は
現
在

の
納
税
者
が
多
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
値
上
げ
を
し
て
欲

し
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

問　

太
子
町
へ
の
観
光
客

誘
致
の
考
え
は
。

答　

商
工
会
と
連
携
し
行

っ
て
い
る
。町
内
企
業
や

斑
鳩
寺
を
巡
る
ツ
ア
ー
を

行
っ
た
り
、特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
り
し
好
評
を

得
て
い
る
と
考
え
る
。

問　

小
学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

採
用
は
し
な
い
の
か
。

答　

今
配
置
し
て
い
る
中

学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
も
連
携
し

な
が
ら
、外
国
語
活
動
指
導

補
助
員
で
対
応
し
て
い
る
。

問　

利
用
者
の
状
況
と
今

後
の
方
針
は
。

答　

年
々
減
っ
て
い
る
状

況
で
、今
後
は
代
替
手
段

や
廃
止
の
検
討
も
含
め
、

学
校
教
育
審
議
会
に
諮
り

答
申
を
頂
く
。

○
収
入
未
済
と
不
納
欠
損

の
抑
制
に
つ
い
て
は
一

定
の
効
果
が
認
め
ら
れ

る
の
で
、今
後
も
さ
ら
に

収
納
率
向
上
に
向
け
て

万
全
を
期
す
る
こ
と
。

○
町
税
に
つ
い
て
は
、特

別
徴
収
や
口
座
振
替
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
収

納
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
常
に

調
査
研
究
し
、町
民
の

利
便
性
向
上
に
努
め
る

こ
と
。

各
款
共
通
事
項
に
つ
い
て

○
全
体
的
に
支
出
削
減
に

努
力
し
て
い
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
る
が
、住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
に
努

め
な
が
ら
経
費
削
減
に

努
め
る
こ
と
。

○
実
質
収
支
額
並
び
に
単

年
度
収
支
額
と
も
に
黒

字
と
な
っ
た
こ
と
は
大

い
に
評
価
す
る
と
と
も

に
、今
後
も
取
捨
選
択

を
見
極
め
な
が
ら
、適

切
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
予
算
執
行
を
行

う
こ
と
。

各
款
の
決
算
に
つ
い
て

○
交
通
安
全
対
策
や
防
犯

対
策
の
予
算
確
保
と
関

係
団
体
と
の
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
。

○
こ
ど
も
医
療
費
無
償
化

に
つ
い
て
は
、適
正
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
啓
発

す
る
こ
と
。

○
自
殺
対
策
計
画
を
効
果

の
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
に
、行
政
、町
民
、企

業
を
含
め
全
町
を
あ
げ

て
取
り
組
む
こ
と
。

○
有
害
鳥
獣
対
策
は
、農

業
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、生
活
環
境
へ
の
影

響
の
観
点
か
ら
も
取
り

組
む
こ
と
。

○
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
や
特
産
品
の
開
発

等
、観
光
が
町
の
産
業

に
育
つ
よ
う
な
施
策
を

講
じ
る
こ
と
。

○
空
き
家
の
解
消
及
び
有

効
活
用
に
向
け
た
調
査

研
究
を
よ
り
一
層
進
め

る
こ
と
。

○
企
業
連
携
消
防
団
の
取

り
組
み
は
大
変
評
価
で

き
る
。よ
り
一
層
充
実

さ
せ
消
防
団
員
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
。

○
ふ
る
さ
と
文
化
村
に
あ

る
各
施
設
の
計
画
的
か

つ
適
切
な
維
持
管
理
を

行
い
、文
化
的
な
豊
か

さ
を
育
む
拠
点
と
し
て

発
展
を
期
す
る
こ
と
。

審
査
意
見（
抜
粋
）

主
な
質
疑

【
歳
入
に
つ
い
て
】

【
歳
出
に
つ
い
て
】

委
員
会
審
査

決
算
委
員
会

委  

員  

長　

井
村　

淳
子

副
委
員
長　

首
藤　

佳
隆

委　
　

員　

堀　
　

卓
史

　

  

〃　
　
　
中
薮　

清
志

　

  

〃　
　
　
吉
田　

正
之

　

  

〃　
　
　
森
田　

哲
夫

　

  

〃　
　
　
出
原　

賢
治

総
務
費

民
生
費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

観
光

小
学
校
外
国
語
教
育

ス
ク
ー
ル
バ
ス

下
水
道
料
金
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令
和
元
年
９
月
定
例
会
は
８
月
30
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の

26
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
報
告
３
件
、
同
意
１
件
、
承
認

１
件
、
議
案
23
件
（
補
正
予
算
６
件
、
契
約
３
件
、
条
例
13
件
、

そ
の
他
１
件
）、
ま
た
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
各
種
会

計
の
決
算
（
認
定
７
件
）
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認
・
認
定
・
同
意
し
た
。

９
月
定
例
会

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

　

教
育
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
全
員
賛
成

に
よ
り
圓ま

る

尾お

健け
ん

太た

郎ろ
う

氏
が

同
意
、任
命
さ
れ
た
。任
期

は
、令
和
元
年
10
月
１
日

か
ら
の
４
年
間
で
あ
る
。

　

次
の
８
名
の
方
が
当
選

し
た
。任
期
は
、令
和
元
年

９
月
29
日
か
ら
の
４
年
間

で
あ
る
。

　

武た
け

田だ　

紀の
り
ひ
こ彦（

斑
鳩
）

　

塚つ
か

原は
ら　

二じ

良ろ
う（
石
海
）

　

山や
ま
も
と本　

令れ
い

子こ（
太
田
）

　

玉た
ま

田だ　

純じ
ゅ
ん
ぞ
う造（

龍
田
）

補
充
員
及
び
順
位

第
１
位　

　
　

吉よ
し

田だ　

覚さ
と
る（
斑
鳩
）

第
２
位

　
　

秋あ
き
さ
わ澤　

由ゆ

み美（
太
田
）

第
３
位

　
　

梶か
じ

野の　

聖さ
と
し（
石
海
）

第
４
位

　
　

井い
の
う
え上　

仁ま
さ
し（

龍
田
）

　

功
労
賞
に
次
の
方
々
が

全
員
賛
成
に
よ
り
承
認
さ

れ
た
。

自
治
功
労
賞

　

橋は
し
も
と本　

恭き
ょ
う
こ子（
丹
生
）

社
会
功
労
賞

　

三み

き木　

玲れ
い

子こ（
西
本
町
）

　

熊く
ま
が
い谷　

惠け
い

也や
（
岩
見
構
下
）

　

前ま
え
お
か岡　

眞ま

り

こ
理
子

（
北
之
町
南
）

　

開か
い
ほ
つ發　

直な
お

樹き（
原
）

教
育
功
労
賞

　

冨と
み
お
か岡　

長な
が
た
け豪（

糸
井
北
）

教
育
委
員
会
の
委
員

の
任
命
に
同
意

選
挙
管
理
委
員
及
び

同
補
充
員
の
選
挙

功
労
者
表
彰
を
承
認

※
選
挙
管
理
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た

場
合
、補
充
員
よ
り
順
次
補
充
す
る
。

暮
ら
し
の
中
に
あ
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
改
正
、
10

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め
、
本
条
例

と
そ
の
他
５
つ
の
条
例
の
一
部
が
そ
れ
ぞ

れ
改
正
さ
れ
た
。
表
に
示
す
通
り
、
幼
稚

園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
を
利
用

す
る
子
ど
も
の
利
用
料
が
無
償
化
も
し
く

は
軽
減
さ
れ
る
。

　

な
お
、
預
か
り
保
育
や
町
外
の
施
設
利

用
等
も
含
め
た
保
育
料
が
無
償
化
さ
れ
る

た
め
に
は
、
太
子
町
か
ら
「
保
育
の
必
要

性
の
認
定
」を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
は
、
月
に
64
時
間
以
上
の
就
労
が

あ
る
か
ど
う
か
や
、
妊
娠
・
出
産
、
病

気
、
障
が
い
な
ど
の
要
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
該
当
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
は
、

施
設
利
用
開
始
ま
で
に
申
請
が
必
要
と

な
る
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
太
子
町
生
活
福
祉

部
社
会
福
祉
課
（
太
子
庁
舎
１
階
窓
口
）。

施
行
日　

令
和
元
年
10
月
１
日

▼
委
員
会
審
査
Ｐ
15
参
照

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令

の
改
正
に
伴
い
、
印
鑑
登
録

に
関
す
る
総
務
省
の
指
針
が

改
正
さ
れ
た
。
太
子
町
の
条

例
も
そ
れ
に
沿
っ
て
改
正
さ

れ
る
。

 （
改
正
内
容
）

　

婚
姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ

た
場
合
、
旧
姓
で
の
印
鑑
登

録
は
自
動
抹
消
に
な
る
。
し

か
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
旧

姓
を
併
記
す
る
よ
う
本
人
か

ら
の
届
け
出
が
あ
れ
ば
、
旧

姓
に
よ
る
印
鑑
登
録
が
可
能

に
な
る
。

旧
姓
を
通
称
と
し
て
仕
事
を

続
け
て
い
る
方
（
主
に
女
性
）

が
不
利
益
に
な
ら
な
い
た
め

の
措
置
の
一
環
で
、
女
性
活

躍
の
た
め
の
施
策
の
一
つ
で

あ
る
。

施
行
日

令
和
元
年
11
月
５
日

▼
委
員
会
審
査
Ｐ
15
参
照

太
子
町
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負

担
額
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

教
育
・
保
育
の
無
償
化
へ

旧
姓
で
の
印
鑑

登
録
が
可
能
に

幼稚園

認定こども園
保育所

認可外保育施設
（一時預かり、ファミリー・

サポート・センター、
ベビーシッター等を含む）

預かり保育
（幼稚園、認定こども園

在園児を対象とした）

０歳～２歳 ３歳～５歳

— 教育料

給食費・その他

保育料 教育・保育料

（給食費含む） （副食費含む）

その他 主食費・その他

保育料 保育料

給食費・その他 給食費・その他

200円/一人・１時間
（施設により料金単価は異なる）

０歳～２歳 ３歳～５歳

— 無償

給食費・その他
町民税非課税
世帯のみ無償 無償

副食費 副食費

主食費・その他 主食費・その他

町民税非課税世帯のみ
月額4.2万円まで無償

月額3.7万円まで
無償

給食費・その他 給食費・その他

450円/1日 を上限として利用料が無償化

※１　その他；送迎費、行事費など。
※２　母子世帯、低所得世帯等で保育料の減免あり。
※３　保育所等を利用する最年長の子供を第１子として、第２子の保育料は半額、
　　　第３子以降の保育料は無償。

※１～ 3　従来通り。
※４　　　年収360万円未満相当世帯と、全ての世帯
　　　　　の第３子以降の副食費は無償。

幼児教育・保育無償化に伴う保護者負担費用の変更
従来の保護者負担 10月1日以降
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平成30年度各種会計決算額

水道
事業会計

下水道
事業会計

※１　収益的･･･経営に伴い、発生が予想される収入と費用　　※２　資本的･･･将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入
※３　不足分は積立金（留保資金）などでカバー（補てん）

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

会　計　名 収　　入 支　　出 差引額
一 般 会 計　 111億 455万円 106億3,445万円 4億7,010万円
特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 35億1,343万円 32億7,880万円 2億3,463万円
介 護 保 険 22億7,751万円 22億4,593万円 3,158万円
後 期 高 齢 者 医 療 4億4,062万円 4億3,085万円 977万円
墓 園 事 業 1,351万円 1,217万円 134万円
小 計 62億4,507万円 59億6,775万円 2億7,732万円

合 計 173億4,962万円 166億0,220万円 7億4,742万円

（ 収 益 的 収 支 ）※1 5億4,641万円 4億8,888万円 5,753万円
（ 資 本 的 収 支 ）※2 0円 3億1,152万円 ※3△3億1,152万円

（ 収 益 的 収 支 ）※1 12億 589万円 12億9,446万円 8,857万円
（ 資 本 的 収 支 ）※2 7億2,056万円 10億4,878万円 ※3△3億2,822万円

太子町の財政は大丈夫？ 平成30年度の決算に基づく健全化
判断比率の報告を受けた。

地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公
債費）の大きさを、その地方公共団体の財政規
模に対する割合で表したもの。数値が低いほど
財政状況が良い。

太子町が将来負担する可能性のある負債総額
全体から基金などの充当可能な財源を差し引
いた額が、標準財政規模の何年分であるかの
割合。状況が悪いほど数値が高くなる。

大型事業（太子東中学校大規模改造工事、給食センター改築事業等）の実施時期を次年度以降に先送
りした影響により、将来負担比率の増大など町財政指数は徐々に悪化することが予想される。

①実質公債費比率…10.2％

平成30年度は主な財政指数が改善したが、今後の悪化が懸念される！

②将 来 負 担 比 率 …73.3％

財政健全化法の指標

結 論

平成30年度に教育委員会が行った事業内容や実施状況などを、元学校教育関係者等の外部評価員が点
検、評価、分析し今後の取り組みに生かすもので、項目事業ごとに点検・評価され議会に報告されました。
学校教育の充実31項目、社会教育の充実（社会教育課所管25項目、文化推進課所管12項目）

（事業評価意見は町のホームページで確認ができますのでご覧ください。）

教育に関する事務の管理・執行の状況に
ついての点検及び評価の報告について

太子町債権管理条例に基づく債権の放棄の報告について
　太子町債権管理条例第６条の規定に基づき、債権を放棄したものについて同条例第７条の規定に
より、議会へ報告があった。
　上水道事業（水道料金）について、総額は 608,114 円（181 件）であった。（破産、債務者死亡、
時効完成関係）
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平
成
30
年
夏
の
全
国
的

な
猛
暑
に
起
因
す
る
健
康

被
害
の
発
生
を
踏
ま
え
、

熱
中
症
対
策
と
し
て
創
設

さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷

房
設
備
対
応
臨
時
特
例
交

付
金
の
交
付
決
定
を
受

け
、
下
記
※
の
学
校
等
に

空
調
設
備
設
置
工
事
を
実

施
し
、
快
適
な
教
育
環
境

の
確
保
を
図
る
も
の
。

　

工
期
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
。

問　

設
置
時
期
と
方
法
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　

子
ど
も
が
休
業
し
て

い
る
土
日
、
祝
日
及
び
冬

期
休
業
を
活
用
し
、
子
ど

も
の
教
育
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
に
施
工
し
、
本
年

度
内
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
完
成
し
た
い
。

問　

今
回
の
空
調
設
備
は

基
本
的
に
普
通
教
室
と
聞

い
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

教
室
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

今
回
の
交
付
金
の
対

象
は
普
通
教
室
で
あ
る

が
、
今
後
、
普
通
教
室
以

外
に
も
整
備
す
る
設
計
で

計
画
し
て
い
る
。

●
主
な
質
疑
答
弁

※
１龍田

小
学
校
外
２
校
園

空
調
設
備
設
置
工
事

１
億
２
，５
０
０
万
円

（
税
抜
）

※
２太子

東
中
学
校

空
調
設
備
設
置
工
事

５
，０
６
０
万
円

（
税
抜
）

※
３太子

西
中
学
校
外
２
校

空
調
設
備
設
置
工
事

１
億
６
，２
６
０
万
円

（
税
抜
）

工
事
請
負
契
約
質
疑

※１：龍田小学校、太田小学校、太田幼稚園　※２：太子東中学校　※３：太子西中学校、斑鳩小学校、石海小学校

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

会　計　名 補　正　額 補正後の総額 主な内容

一般会計（第3号） 5億1,917万円 133億6,133万円 子どものための教育・保育給付費の増額補正等

国民健康保険特別会計
（第1号） 2億2,411万円 35億8,357万円 保険給付費等交付金の実績精算による償還

金の追加補正等

介護保険特別会計（第2号） 3,566万円 23億6,604万円 介護保険システム改修委託料の追加補正等

後期高齢者医療特別会計
（第1号） 233万円 4億5,588万円 後期高齢者医療広域連合納付金（過年度分）

の増額補正等

水道事業会計（第2号） 226万円 5億1,050万円 糸井地内配水管撤去工事費の追加補正等

下水道事業会計（第1号） 79万円 12億6,192万円 異動等による給料の追加補正等

会計別の補正予算金額

　

一
般
会
計
全
体
の
補
正
額

は
、歳
入
で
は
、地
方
交
付
税

１
億
７
，３
９
８
万
円
の
追

加
等
。歳
出
で
は
、子
ど
も
の

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費

９
，０
２
１
万
円
等
の
追
加

で
あ
る
。

　

風
化
に
よ
り
岩
盤
が
も

ろ
く
な
っ
て
お
り
、通
行
人

の
安
全
確
保
対
策
と
し
て

実
施
。

　

鹿
、イ
ノ
シ
シ
の
増
加
に

よ
る
農
業
被
害
40
頭
分
の

駆
除
委
託
料
の
追
加
。

　

経
年
劣
化
し
て
い
る
南
側

３
面
に
つ
い
て
人
工
芝
の
張

替
え
工
事
を
実
施
。

　

屋
外
の
鉄
製
階
段
に
転
倒

防
止
を
目
的
と
す
る
滑
り
止

め
を
つ
け
る
工
事
を
実
施
。

町
道
丸
山
線
の
り
面
工
事

８
３
９
万
円
の
追
加

有
害
鳥
獣
駆
除
委
託
料

１
４
０
万
円
の
追
加

総
合
運
動
公
園

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝

　
　
　
　
　

張
替
え
工
事

６
７
２
万
円
の
追
加

太
田
小
学
校

　
　

屋
外
階
段
防
滑
工
事

85
万
円
の
追
加

一
般
会
計
の
主
な
補
正

町道丸山線のり面工事

総合運動公園テニスコート
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一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

議案賛成者は「○」、反対者は「×」とします。退席者は「退」、欠席者は「欠」とします。
藤澤元之介議員は議長のため表決権はありません。賛否の分かれた議案等

令和元年９月定例会議決結果

議　案　名
賛
成

反
対

結果

議員別賛否一覧
松　

浦　

崇　

志

出　

原　

賢　

治

森　

田　

哲　

夫

吉　

田　

正　

之

長
谷
川　

正　

信

玉　

田　

正　

典

上　

山　

隆　

弘

中　

薮　

清　

志

首　

藤　

佳　

隆

福　

井　

輝　

昭

清　

原　

良　

典

中　

島　

貞　

次

井　

村　

淳　

子

堀　
　
　

卓　

史

藤　

澤　

元
之
介

条　例 太子町立幼稚園設置条例の一部を改正する
条例の制定について 13 1 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

全員賛成で可決・認定・承認した議案等

ザ･

討
論

太
子
町
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

平
成
30
年
度
兵
庫
県
太
子

町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

上
山 

隆
弘 

議
員

清
原 

良
典 

議
員

　

子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
条
例

全
般
に
つ
い
て
賛

成
で
あ
る
。就
学
前
児
童
の
環

境
の
充
実
が
大
き
く
図
ら
れ
る

と
期
待
す
る
。

　

揖
龍
保
健
衛
生

施
設
事
務
組
合
に

は
さ
ら
に
コ
ス
ト

削
減
を
進
め
る
提

案
を
行
う
よ
う
意

見
を
述
べ
る
。

賛成賛成

条
例

太子町立幼稚園における預かり保育に関
する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

太子町水道事業給水条例の一部を改正す
る条例の制定について

太子町水道法施行条例の一部を改正する
条例の制定について

その他 平成30年度兵庫県太子町水道事業会計剰
余金の処分について

平
成
30
年
度
決
算

平成30年度兵庫県太子町一般会計歳入歳
出決算の認定について

平成30年度兵庫県太子町国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度兵庫県太子町介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

平成30年度兵庫県太子町後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度兵庫県太子町墓園事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

平成30年度兵庫県太子町水道事業会計決
算の認定について

平成30年度兵庫県太子町下水道事業会計
決算の認定について

同意 教育委員会の委員の任命につき同意を求
めることについて

承認 功労者等の承認について

 議　案　名

令
和
元
年
度
補
正
予
算

令和元年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第３号）

令和元年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和元年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和元年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和元年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第２号）

令和元年度兵庫県太子町下水道事業会計補正予算（第１号）

契
約

工事請負契約の締結について（龍田小学校外２校園空調設備設置工事）

工事請負契約の締結について（太子東中学校空調設備設置工事）

工事請負契約の締結について（太子西中学校外２校空調設備設置工事）

条
例

太子町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

太子町情報公開及び個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

太子町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

太子町保育所の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について

太子町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

太子町子どものための教育・保育に関する利用者負担額等を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について

太子町消防団条例の一部を改正する条例の制定について
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マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録をご覧ください。

質問者 質　問 掲載頁

中薮　清志
町長の任期１年を切って今後の方針は

P8
ナイター設備の設置はいつ？今後の総合公園整備計画を問う

首藤　佳隆
高度情報化計画は時代に合っているのか

P9土地政策の見直しについて

吉田　正之 太子町の未来を決める次期総合計画について

井村　淳子

町立図書館に返却ポスト、図書消毒機、読書通帳、マイナンバーカードで
貸し出し、電子図書館等サービスの拡充を考えよう

P10
生まれてすぐの新生児聴覚検査が100％になる取り組みをはじめよう

新庁舎建設５周年（2020年９月）に思い出に残る記念行事をしないか

中島　貞次
教員の負担軽減のための給食費公会計化をどうする

公契約条例の制定で労働者を守る体制作りを

森田　哲夫

東京五輪・パラリンピック時に海外選手を迎え国際交流をしてはどうか

P11

健康長寿都市太子を目指した、がん予防・認知症対策について

環境対策について

上山　隆弘
高齢者向けサポカー補助は、太子町こそ意識を持て！

揖龍保健衛生施設事務組合管理者に対して町長が提出した要望書について

出原　賢治 第６次太子町総合計画（素案）の基本構想について

P12
福井　輝昭

４小学校の児童数の偏在を解消せよ

ＪＲ山陽本線以南地域の活性化は急務だ

松浦　崇志

足元しっかり！！石海南エリアの発展は、道路と水路の基盤整備から

P13庁舎と議場で育む「ふるさと愛」。公共施設を自習室として有効活用しよう

町長の政治姿勢を問う

　
本
会
議
２
日
目
、３
日
目（
９
月
２
日
、３
日
）の
一
般
質
問
に
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
執
行
機
関
に
対
し
行
政
の
在
り
方
な
ど
議
論
が
行
わ
れ
た
。

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

中
薮　

ナ
イ
タ
ー

設
備
等
の
今
後
の

整
備
計
画
は
。

経
済
建
設
部
長　

防
災
拠
点
と
な
る

多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
照
明
を
令

和
２
、３
年
に
５
基
の
設

置
、
緊
急
避
難
と
休
憩
所

機
能
を
備
え
た
体
験
学
習

室
を
今
年
度
設
置
す
る
。

さ
ら
に
公
園
が
に
ぎ
わ
う

よ
う
一
層
推
進
し
た
い
。

中
薮　

利
用
効
率
向
上
に

一
元
的
な
管
理
体
制
は
で

き
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長　

民
間
活

力
に
よ
る
利
用
促
進
を
考

え
る
こ
と
は
一
番
の
主
眼

に
置
い
て
検
討
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
。

中
薮　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
境

界
か
ら
中
央
に
か
け
て
雑

草
が
生
え
て
い
る
が
。

教
育
次
長　

現
場
を
確
認

し
て
適
切
に
対
応
す
る
。

中
薮　

経
費
削
減
に
３

種
公
認
取
得
費
用
を
広

域
負
担
す
る
話
は
で
き

な
い
か
。

教
育
次
長　

県
、
国
に
対

し
て
も
広
域
と
い
う
観

点
か
ら
支
援
を
し
て
も

ら
え
な
い
か
今
後
話
を

し
た
い
。

中
薮　

体
育
館
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
時
に
大
手
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
等
と
連
携
や

提
携
は
。

教
育
次
長　

ス
ポ
ー
ツ
メ

ー
カ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
民
間
活
力
で
の
参
入
は

現
状
で
は
な
い
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
に
つ
い
て
は

更
新
す
る
予
定
だ
。

中薮 清志 議員

問

答

パークマネジメントによる
公園管理の考えは

柔軟な運営ができるよう検討を進めたい

住民の憩いの場、総合公園
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問

問

答

答

首
藤　

次
期
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

案
で
は
、
石
海
や
龍
田
等

の
市
街
化
調
整
区
域
は
何

ら
変
化
が
な
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
が
。

経
済
建
設
部
長　

市
街
化

調
整
区
域
で
は
人
口
減
少

や
高
齢
化
に
加
え
、
生
活

利
便
施
設
不
足
や
賑
わ
い

活
力
が
低
迷
し
、
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
不
足
し
て

い
る
。
そ
こ
で
都
市
計

画
法
の
制
限
の
中
で
適

切
な
土
地
利
用
を
考
え
、

特
別
指
定
区
域
を
活
用

す
る
こ
と
や
地
元
に
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
等
の

組
織
を
作
る
こ
と
に
一

番
力
点
を
置
い
て
、
今

後
10
年
を
進
め
た
い
。

首
藤　

３
年
半
後

に
開
通
す

る
都
市
計

画
道
路
揖

保
線
の
姫

路
市
側
に

延
伸
後
の

沿
線
土
地

利
用
は
。

経
済
建
設
部
長　

日
常
の

特
性
を
生
か
し
た
沿
道
サ

ー
ビ
ス
、
地
域
振
興
や
に

ぎ
わ
い
創
出
ゾ
ー
ン
設
定

を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

首
藤　

新
し
い
道
路
が
開

通
し
た
が
、
ダ
ン
プ
や
通

勤
車
が
通
過
す
る
だ
け
の

道
路
に
な
っ
て
は
意
味
が

な
い
。
揖
保
線
の
姫
路
市

側
へ
の
延
伸
こ
そ
が
石
海

南
地
区
活
性
化
の
起
爆
剤

に
な
り
得
る
こ
と
を
真
剣

に
考
え
る
べ
き
だ
。

町
長　

町
も
一
生
懸
命
や

る
の
で
、
地
元
の
意
見
を

ま
と
め
て
も
ら
え
る
よ

う
、
是
非
と
も
協
力
し
て

方
向
性
を
決
め
て
も
ら
い

た
い
。

首藤 佳隆 議員

揖保線延伸後には沿道サービス施設を

第6次太子町総合計画はこのままいくのか

にぎわいゾーン設定を検討している

あくまでも素案である

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

吉
田　

総
合
計
画
は
町
長

が
発
行
し
て
い
る
私
的
広

報
誌
に
よ
る
と
ほ
ぼ
内
容

は
決
ま
り
、
内
容
的
に
は

今
後
変
え
な
い
と
取
れ
る

が
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て

良
い
か
。

総
務
部
長　

あ
く
ま
で
素

案
で
あ
る
。

吉
田　

町
長
が
特
に
重
点

を
置
く
項
目
は
何
か
。

町
長　

重
要
視
す
る
プ
ラ

ン
や
具
体
的
施
策
は
今
後

の
実
施
計
画
や
取
り
組
む

事
業
で
示
す
、
現
段
階
で

は
明
確
に
言
え
な
い
。

吉
田　

町
長
は
過
去
の
答

弁
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た

ら
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
達

成
で
き
な
か
っ
た

ら
私
を
責
め
る
で

し
ょ
、
だ
か
ら
私

は
言
わ
な
い
と
答

え
て
い
る
。
数
値

目
標
は
成
り
行
き

で
達
成
で
き
る
数

字
で
し
か
な
い
、

挑
戦
的
な
数
字
に
出
来
な

い
か
。

総
務
部
長　

目
標
数
字
は

各
所
属
で
検
討
す
る
。
数

値
目
標
は
根
拠
付
け
て
考

え
た
い
。

吉
田　

町
の
商
工
業
者
の

発
展
に
お
い
て
は
、
創
業

者
支
援
も
大
切
だ
が
、
既

存
事
業
者
の
よ
り
発
展
が

大
切
だ
、
そ
の
た
め
に
は

経
営
者
の
育
成
が
大
切
だ

と
思
う
が
。

経
済
建
設
部
長　

議
員
発

議
で
あ
る
小
規
模
事
業
振

興
条
例
等
も
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
を
進
め
る
。

吉田 正之 議員

創業塾で勉強する新しい経営者

現在の都市計画
マスタープラン
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問

答

返却ポスト・読書通帳・電子図書館
など住民サービスを
返却ポスト設置等できることから進めていく

井
村　

町
立
図
書

館
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
考

え
な
い
か
。
①
閉

館
時
の
返
却
ポ
ス

ト
の
設
置
②
図
書

消
毒
機
の
設
置

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
図
書
の
貸
し

出
し
④
読
書
通
帳
の
導

入
⑤
※
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

制
度
の
導
入

教
育
次
長　

①
長
期
延
滞

の
減
少
や
、
本
の
早
期
回

収
が
図
れ
る
た
め
設
置
す

る
②
経
費
が
高
く
つ
く
た

め
導
入
し
な
い
③
普
及
が

低
調
の
た
め
動
向
を
見
る

④
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新

時
に
オ
プ
シ
ョ
ン
の
利
用

を
検
討
し
た
い
⑤
新
た
な

収
入
確
保
に
な
る
た
め
早

期
導
入
を
進
め
た
い
。

井
村　

電
子
図
書
館
（
電

子
書
籍
貸
し
出
し
サ
ー
ビ

ス
）
の
取
り
扱
い
も
増
え

て
い
る
が
考
え
は
。

教
育
次
長　

世
の
中
の
流

れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
研
究

を
し
た
い
。

公
費
助
成
で
新
生
児
聴
覚

検
査
が
出
来
る
よ
う
に

井
村　

姫
路
市
と
た
つ
の

市
も
今
年
４
月
か
ら
助
成

を
始
め
、
西
播
磨
地
域
で

は
太
子
町
だ
け
が
実
施
し

て
い
な
い
が
。

生
活
福
祉
部
長　

他
市
町

と
同
等
の
事
業
を
始
め
ら

れ
る
よ
う
、
財
源
確
保
に

つ
い
て
調
整
し
な
が
ら
前

向
き
に
検
討
す
る
。

井
村　

助
成
と
と
も
に
早

期
発
見
、
早
期
療
育
の
重

要
性
の
周
知
を
求
め
る
。

井村 淳子 議員

※
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
…

　

事
業
者
に
雑
誌
購
入
費
用
を
負
担
す

る
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
代
わ
り
に
最
新
号
の
雑
誌
カ
バ
ー

に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
広
告
を
掲
載
し
、
図

書
館
内
の
閲
覧
に
供
す
る
も
の
。 姫路市立図書館・

網干分館の
図書返却ポスト

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

中
島　

学
校
給
食

費
の
決
算
額
内

訳
は
。

教
育
次
長　

平

成
30
年
度
歳
入

は
、
約
１
億
８
，

１
４
６
万
円
で
、
学

校
給
食
費
が
約
１
億
８
，

０
１
２
万
円
と
前
年
度
繰

り
越
し
分
で
、
歳
出
は
約

１
億
７
，９
５
２
万
円
で

主
食
の
米
、
パ
ン
、
牛
乳
、

お
か
ず
代
お
よ
び
欠
食
払

戻
金
等
で
あ
る
。

中
島　

給
食
費
の
公
会
計

化
導
入
の
考
え
方
は
。

教
育
長　

教
員
の
負
担
軽

減
の
た
め
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

新
し
い
給
食
セ
ン
タ

ー
の
建
設
と
同
時
に

公
会
計
化
で
き
る
よ

う
に
現
在
作
業
を
進

め
て
い
る
。

中
島　

学
校
現
場
で

の
給
食
費
の
徴
収
や

督
促
等
の
教
員
の
負
担

は
ど
う
な
の
か
。

教
育
長　

他
の
子
ど
も
達

に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
督

促
状
を
渡
す
、
家
庭
の
給

料
日
を
確
認
し
て
滞
納
の

な
い
よ
う
に
家
庭
訪
問
す

る
な
ど
、
教
員
の
負
担
は

大
き
い
。

中
島　

公
会
計
化
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
長　

教
員
の
負
担

軽
減
、
保
護
者
の
利
便

性
、
給
食
費
の
徴
収
・

管
理
等
の
業
務
の
効
率

化
、
給
食
費
の
透
明
性

等
々
で
あ
る
。

中島 貞次 議員

問

答

教員の働き方改革を推進する
公会計化への取り組みは

新給食センター稼働と同時に始める

楽しい給食
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森
田　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

登
録
し
海
外
選
手
と
の
人

的
交
流
を
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

特
定
の
外
国

人
選
手
と
の
交
流
も
な
い

た
め
現
状
で
は
考
え
て
い

な
い
。

森
田　
「
和
の
ま
ち
太

子
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

聖
徳
太
子
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
全
国
・

全
世
界
に
発
信
し
、
聖
徳

太
子
を
共
通
と
し
た
国

際
交
流
の
輪
を
世
界
中

に
広
げ
る
こ
と
と
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

和
の
精
神
は

人
類
全
般
に
通
じ
る
理
念

で
は
あ
る
が
海
外
の
姉
妹

友
好
都
市
を
持
た
な
い
太

子
町
に
お
い
て
、

聖
徳
太
子
を
世
界

に
発
信
す
る
事
業

を
推
進
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

健
康
長
寿
都
市
太
子
を

目
指
し
て

森
田　

が
ん
早
期
発
見
の

た
め
超
音
波
検
診
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長　

こ
の
検

査
は
国
の
が
ん
検
診
の
指

針
に
な
く
精
度
管
理
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
導

入
は
難
し
い
。

森
田　

認
知
症
予
防
対
策

の
現
状
に
つ
い
て
。

生
活
福
祉
部
長　

介
護

予
防
教
室
、
脳
ト
レ
教
室

の
実
施
等
に
よ
り
認
知

症
予
防
の
講
座
を
開
催

し
て
い
る
。

上
山　

国
、
県
も
促
進
啓

発
し
て
い
る
高
齢
者
向
け

の
サ
ポ
カ
ー
補
助
の
検
討

を
求
め
る
。

生
活
福
祉
部
長　

老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
か
ら
も
補
助

要
望
が
あ
り
、
県
に
確
認

し
、
既
に
補
助
制
度
に
つ

い
て
検
討
中
と
の
こ
と
。

※
ま
た
、
助
成
実
施
自
治

体
の
補
助
内
容
は
様
々

で
、
後
づ
け
装
置
は
新

車
装
備
よ
り
機
能
が
限

定
的
で
、
停
止
状
態
か

ら
の
踏
み
間
違
い
に
効

果
は
あ
る
が
、
走
り
出

し
て
か
ら
の
踏
み
間
違

い
に
は
効
果
が
な
い
な

ど
過
信
は
禁
物
で
あ
る
。

県
の
動
向
を
注
視
し
何

が
で
き
る
か
研
究
す
る
。

上
山　

西
播
磨
地

域
は
免
許
返
納
率

が
低
い
。
令
和
元

年
６
月
末
現
在
、

町
内
の
免
許
保
有

者
は
２
３
，２
０
７

名
。
65
歳
以
上
の

保
有
は
５
，６
９
４

名
で
、
24
．５
％
。
免
許

返
納
者
は
今
年
１
月
か

ら
７
月
ま
で
で
73
名
で
、

事
情
が
あ
り
免
許
返
納

し
に
く
い
方
も
あ
る
。
町

外
・
町
内
問
わ
ず
両
親
や

祖
父
母
を
気
に
掛
け
る
方

も
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か

ら
、
財
源
と
し
て
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
制
度
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

国
・
県
同
様
、
普
及
促
進

を
進
め
ら
れ
た
い
。

生
活
福
祉
部
長　

補
助
事

業
実
施
と
な
れ
ば
、
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
活
用
も
含

め
、
ま
た
普
及
促
進
も
研

究
、
検
討
し
た
い
。

森田 哲夫 議員

上山 隆弘 議員

※
こ
の
質
問
以
降
、
県
は
補
助
を

決
定
し
た
。

問

問

答

答

東京五輪時にアスリートを迎え
国際交流をしてはどうか

高齢者向けサポカー補助と
普及促進の検討を

現状では考えていない

研究、検討を進める

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告 サポカー、サポカー S　
普及啓発ロゴ

ホストタウンマーク（カタカナ・ローマ字）
出典：首相官邸ホームページ
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問

答

第６次太子町総合計画の
素案をより充実させよ

パブリックコメントを10月に実施する

出
原　

第
６
次
太

子
町
総
合
計
画
の

素
案
が
提
示
さ
れ

た
。
今
後
10
年
は
、

科
学
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て
社
会
や

環
境
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
今

次
の
総
合
計
画
は
非
常
に

重
要
。
素
案
の
第
３
章
に

も
「
策
定
の
背
景
と
社
会

潮
流
」
と
し
て
言
及
さ
れ

て
い
る
が
、
基
本
計
画
に

充
分
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
か
。

総
務
部
長　

い
つ
新
し
い

技
術
が
導
入
さ
れ
る
か
は

不
透
明
な
面
が
あ
る
。
事

業
、
施
策
に
つ
い
て
は
国

や
県
の
動
向
も
見
据
え
３

年
間
の
「
実
施
計
画
」
で

具
体
化
し
な
が
ら
、
導
入

可
能
な
技
術
は
検

討
す
る
。

出
原　

ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
で
、「
４

つ
の
視
点
×
５
つ

の
プ
ラ
ン
」
の
提
案
が

あ
る
が
網
羅
し
切
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
を
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
、
施

策
の
掘
り
起
こ
し
を
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

策
定
委
員
会

に
持
ち
帰
り
、
再
度
検
討

す
る
。

出
原　

町
民
の
意
見
を
聴

収
し
反
映
さ
せ
て
き
た
こ

と
を
評
価
す
る
。
今
後
、

計
画
の
完
成
ま
で
、
或
い

は
完
成
後
も
、
様
々
な
意

見
を
集
め
て
基
本
計
画
の

充
実
化
に
努
め
よ
。

総
務
部
長　

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
10
月
に

実
施
す
る
。
議
員
か
ら

も
意
見
を
聞
く
機
会
を

検
討
す
る
。

福
井　

そ
の
多
く

が
市
街
化
調
整
区

域
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
山

陽
本
線
以
南
地
域

の
活
性
化
を
問

う
。
①
太
子
町
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
「
新
た

な
公
園
の
配
置
を
検
討
す

る
」
と
あ
る
が
現
状
は
②

利
便
性
の
向
上
や
活
性
化

の
た
め
個
人
商
店
や
コ
ン

ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー
等
を
地

権
者
の
協
力
を
得
て
出
店

を
募
れ
な
い
か
③
※

特
別

指
定
区
域
制
度
を
活
用
し

た
区
域
内
で
の
居
住
や
商

業
施
設
等
の
建
築
で
、
利

便
性
の
向
上
や
人
口
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
更
に
自

然
の
豊
か
さ
を
生
か
す
こ

と
で
活
性
化
が
期
待
で
き

る
。
制
度
の
周
知
と
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
置

が
望
ま
れ
る
が
。

経
済
建
設
部
長　

①
財
政

面
等
で
見
送
っ
て
い
る
。

総
合
公
園
を
優
先
的
に
整

備
し
た
後
に
石
海
南
部
公

園
を
や
っ
て
行
き
た
い
②

行
政
が
個
人
の
敷
地
へ
の

企
業
や
事
業
所
の
誘
導
は

困
難
だ
。
区
画
整
理
等
で

区
域
設
定
し
、
皆
で
こ
う

し
よ
う
と
合
意
さ
れ
た
区

域
を
事
業
者
に
啓
発
し
、

共
に
誘
導
す
る
こ
と
は
可

能
と
考
え
る
③
将
来
の
地

域
の
土
地
利
用
方
針
を
検

討
頂
く
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
設
置
依
頼
や

設
立
準
備
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
地
域
活
性
化
は
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設

立
し
、
実
際
の
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
い
か
な
い
と
形

に
な
ら
な
い
。

出原 賢治 議員

福井 輝昭 議員

JR山陽本線以南の南西部地域

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

※
特
別
指
定
区
域
制
度
…

　

市
町
、
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
土
地
利
用
計
画
を
作
成
し
、

市
町
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
県
が

特
別
指
定
区
域
を
指
定
し
、
計
画

に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
く
も
の
。

問

答

ＪＲ山陽本線以南地域の活性化は
まちづくり協議会を設立して活性化

プランをつくることが必要だ

第6次太子町総合計画（案）
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一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

松
浦　

公
共
施
設
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
た
だ
の
空
き

部
屋
に
し
て
お
く
の
は
勿

体
無
い
。
何
か
考
え
は
。

教
育
次
長　

地
域
交
流
館

の
稼
働
率
を
も
っ
と
上
げ

る
為
に
、Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

松
浦　

昨
年
町
長
が
反
対

し
て
い
た
「
議
場
自
習

室
」
で
あ
る
が
、
公
共
施

設
の
利
活
用
の
一
環
で
、

今
年
は
議
会
主
催
事
業
と

し
て
取
り
組
ん
だ
が
、
感

想
は
。

町
長　

本
町
の
取
組
み
が

報
道
さ
れ
、
太
子
町
の
名

前
が
広
く
伝
わ
っ
た
こ
と

は
あ
り
が
た
い
。

松
浦　

無
料
で
静
か
な

学
習
環
境
の
提
供

は
学
力
向
上
に
大

変
効
果
的
で
あ
る

と
の
教
育
関
係
者

の
証
言
も
あ
る
。

公
共
施
設
を
自
習

室
と
し
て
活
用
し

て
は
。

教
育
次
長　

エ
ア
コ
ン
が

つ
く
学
校
施
設
も
含
め
、

自
習
室
に
開
放
で
き
る
か

研
究
し
て
い
き
た
い
。

松
浦　

町
全
体
で
子
ど
も

達
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
取
組
み
が
必
要

だ
。
公
共
施
設
間
や
民
間

同
士
の
連
携
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
仕
組
み
作
り
が

子
育
て
施
策
を
よ
り
立
体

的
な
も
の
に
す
る
。
子
ど

も
達
が
当
た
り
前
に
町
の

施
設
を
利
用
し
、
慣
れ
親

し
む
こ
と
で
愛
町
心
が
育

ま
れ
る
。
学
力
向
上
と
公

共
施
設
の
利
活
用
の
両
方

を
叶
え
る
取
組
み
で
あ
る

自
習
室
を
次
期
総
合
計
画

に
求
め
る
。

松浦 崇志 議員

問

答

公共施設の空きスペースを
もっと利活用すべきでは

まずは地域交流館の
貸し館事業をもっとPRしていく

あの日
あの時

あの質問 どうなった
一年前の あの答弁

１年前の定例会での一般質問が、その後どのように反映されたかを追跡！
※平成30年8月の年金支給額より特別徴収する介護保険料について、誤った額を徴収した件に対する一般質問

発生した誤りの
再発防止策は

　介護保険料の引き落とし誤りでいく
らの事務的経費が発生したか、その経
費は誰が負担するのか。再発防止策は。

　 令和元年5月1日までに、
誤り額の支払い及び回収の精算は全て終
わっている。再発防止のために572,400円
をかけてシステム改修をした。また、入力
手順を見直し、誤りの無い手順ですること
にした。本年は誤りは発生していない。誤り
により発生した直接経費は人件費を除き
2,261,000円であった。

　直接的な経費は約160
万円で一般会計から負担
する。再 発 防 止 の た めシ
ステム改修と職員教育を
考える。

議場自習室の風景

質疑質疑

その後その後

答弁答弁
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問　

空
き
家
バ
ン
ク
登

録
の
現
状
と
今
後
の
考

え
方
は
。

答　

本
年
４
月
か
ら
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

後
、
数
件
の
問
合
せ
が
あ

っ
た
。
現
在
、
１
件
目
の

登
録
に
向
け
、
手
続
き
中

で
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
最
低
限
の
ル
ー
ル
の

も
と
、
簡
略
化
で
き
る
部

分
は
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
内
各
地
の
調

査
か
ら
地
域
別
の
特
性
や

意
識
な
ど
の
分
析
を
行
い

素
案
を
作
る
。
そ
の
後
、

審
議
会
を
経
て
、
今
年
度

中
に
空
家
等
対
策
計
画
の

策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

空
き
家
を
探
し
て
い
る
人

に
対
し
て
は
、
古
民
家
の

利
用
方
法
や
地
域
の
現
状

等
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

問　

町
づ
く
り
に
お
い

て
、
今
後
の
町
発
展
の
ポ

イ
ン
ト
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

商
工
会
事
業
の
中
心

は
「
経
営
改
善
普
及
事

業
」
と
「
地
域
振
興
事

業
」
で
あ
る
。
太
子
町
の

未
来
の
た
め
に
も
地
域
の

商
工
業
の
発
展
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
か

ら
、「
太
子
町
商
工
業
振

興
条
例
（
仮
称
）
の
早
期

制
定
」「
既
存
商
工
業
者

の
支
援
」「
太
子
北
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
活
用
と
企
業

誘
致
」
の
３
点
に
つ
い
て

は
、
特
に
要
望
す
る
。

問　
「
小
規
模
企
業
振
興

に
関
す
る
条
例
」
の
制
定

に
つ
い
て
の
現
状
は
。

答　

県
下
の
商
工
会
全

28
地
区
に
お
い
て
制
定

済
は
14
自
治
体
で
、
そ
の

う
ち
町
で
は
７
自
治
体

で
あ
る
。

問　

制
度
改
正
の
趣
旨
は
。

答　

非
常
勤
職
員
制
度
に

つ
い
て
は
、
各
団
体
に
よ

り
勤
務
条
件
等
の
取
り
扱

い
が
様
々
で
あ
っ
た
た

め
、
全
国
的
な
改
正
に
よ

り
統
一
的
な
取
り
扱
い
を

定
め
、
適
切
な
運
用
を
確

保
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

働
き
方
が
変
わ
り
、

扶
養
の
範
囲
を
超
え
る
こ

と
で
嘱
託
職
員
に
不
足
が

出
な
い
か
。

答　

円
滑
な
業
務
運
営

が
行
え
る
こ
と
を
前
提

に
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
働

き
方
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。

問　

こ
の
度
の
更

新
制
度
が
導
入
さ

れ
た
理
由
は
。

答　

指
定
の
有
効

期
限
が
無
か
っ
た

た
め
、
廃
止
・
休

止
の
実
態
把
握
が

困
難
で
あ
っ
た
。

無
届
工
事
や
不
良

工
事
の
発
生
に
よ

り
制
度
の
改
善
が
必
要
と

さ
れ
た
こ
と
か
ら
業
者
の

資
質
保
持
の
為
、
水
道
法

が
改
正
さ
れ
る
。

問　

今
後
、
設
備
更
新
や

耐
震
化
を
行
う
中
で
、
資

金
が
不
足
す
る
の
で
は
。

答　

吉
福
の
浄
水
機
能
の

廃
止
等
の
経
費
削
減
や
未

収
金
を
減
ら
す
努
力
は
す

る
が
、
料
金
改
定
は
避
け

て
通
れ
な
い
と
思
う
。

問　

経
常
損
失
が
約
７
，

４
０
０
万
円
の
赤
字
で
、

や
り
繰
り
が
大
変
で
は
。

答　

水
道
料
金
と
同
様
に

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

審
査
結
果
は
全
員
賛
成

に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。
水
道
事
業

会
計
決
算
は
「
実
質
６
，

２
０
０
万
円
の
赤
字
」
で

あ
る
。

下
水
道
事
業
会
計
決
算

は
「
約
７
，４
０
０
万
円

の
赤
字
（
経
常
損
失
）」

で
あ
る
。

「
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を

行
い
、
料
金
の
値
上
げ
に

繋
が
る
改
訂
は
、
安
易
に

行
わ
な
い
こ
と
」
と
付
帯

意
見
を
付
け
た
。

７
月
10
日

８
月
８
日

９
月
５
日

課
題
調
査

課
題
調
査

付
託
案
件
審
査

◆
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
◆

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

 

～
町
発
展
の
好
循
環
を
創
出
～

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

太
子
町
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

太
子
町
水
道
給
水

条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

平
成
30
年
度
兵
庫
県

太
子
町
水
道
事
業
会
計

決
算

平
成
30
年
度
兵
庫
県
太

子
町
下
水
道
事
業
会
計

決
算

空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
つ
い
て

商
工
会
に
関
す
る
協
議

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

吉福浄水場
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①
「
給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
か
ら
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
の
進
捗
状
況

の
説
明
が
あ
っ
た
。

「
基
本
設
計
」
平
成
31
年

３
月
31
日
に
終
了
し
た
。

「
実
施
設
計
」
令
和
２
年

１
月
末
完
了
予
定
。

「
地
元
説
明
会
」
令
和

２
年
１
月
～
３
月
実
施

予
定
。

「
地
質
調
査
」
平
成
30
年

６
月
～
７
月
に
終
了
。

「
補
助
金
（
交
付
金
）
申

請
」
４
月
に
内
示
を
受
け

補
助
金
交
付
の
採
択
。

「
建
築
本
体
工
事
」
令
和

２
年
１
月
末
工
事
発
注
予

定
、
令
和
３
年
１
月
末
～

２
月
末
工
事
完
了
予
定
。

「
新
セ
ン
タ
ー
稼
働
」
令

和
３
年
３
月
31
日
予
定
。

「
土
壌
汚
染
対
策
」
は
、

令
和
元
年
７
月
～
９
月

に
「
汚
染
土
壌
搬
出
」

を
行
う
。

問　

土
地
の
売
買
は
ま
だ

残
っ
て
い
る
の
か
。

答　

進
入
路
は
、
地
権
者

に
説
明
を
行
い
契
約
し
て

い
く
。
㈱
東
芝
企
業
用
地

買
収
と
合
わ
せ
て
議
会
に

上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

汚
染
土
壌
搬
出
の
経

路
は
。

答　

進
入
路
は
、
姫
路
市

余
部
側
か
ら
搬
出
す
る
。

②
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

斑
鳩
町
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
宣
言
を
参
考
と
す
る

た
め
10
月
に
斑
鳩
町
を
視

察
す
る
こ
と
と
し
た
。

③
「
子
育
て
対
策
」

太
子
町
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
新
た
な
５

カ
年
計
画
素
案
を
調
査
し

て
い
く
。

　

教
育
委
員
会
か
ら
汚
染

土
壌
搬
出
に
つ
い
て
、
上

余
部
自
治
会
に
対
し
て
７

月
24
日
に
説
明
会
を
実
施

し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

問　

万
が
一
、
汚
染
土
壌

が
残
っ
て
い
た
場
合
の
町

の
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

一
度
調
査
し
た
結

果
、
汚
染
土
壌
範
囲
が
判

明
し
た
の
で
そ
れ
を
取
り

除
く
こ
と
に
よ
っ
て
汚
染

土
壌
は
す
べ
て
除
去
さ
れ

る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

問　

掘
削
し
た
後
の
土
壌

調
査
は
行
わ
な
い
の
か
。

答　

土
壌
汚
染
対
策
法
の

趣
旨
か
ら
調
査
は
、
意
味

が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

条
例
を
改
正
す
る
議
案

５
件
と
特
別
会
計
決
算
認

定
４
件
の
審
査
を
行
っ
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
改
正
に
よ
る

問　

無
償
化
で
施
設
希

望
者
が
増
加
す
る
の

で
は
。

答 

認
定
こ
ど
も
園
等

は
保
護
者
の
就
労
が
条

件
で
あ
る
。
希
望
者
が

増
え
る
可
能
性
は
あ
る

と
思
う
が
把
握
で
き
て

い
な
い
。

問　

通
常
、
斑
鳩
保
育

所
の
食
費
は
４
，５
０
０

円
で
あ
る
が
そ
の
ほ
か

の
認
定
こ
ど
も
園
も
同

じ
な
の
か
。

答　

私
立
の
認
定
こ
ど
も

園
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
の
判
断
で
徴
収
さ
れ
る
。

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
例

の
一
部
改
正
に
よ
る

問　

旧
氏
を
併
記
し
て
の

印
鑑
登
録
を
必
要
と
す
る

ケ
ー
ス
は
。

答　

女
性
活
躍
社
会
の
環

境
・
基
盤
づ
く
り
の
一
環
で

あ
り
、
旧
姓
の
ま
ま
会
社

等
で
働
く
方（
主
に
女
性
）

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

条
例
５
件
及
び
特
別

会
計
決
算
の
認
定
４
件

は
す
べ
て
全
員
賛
成
に

よ
り
可
決
・
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
、
本
会
議
に

報
告
し
た
。

７
月
11
日

８
月
14
日

９
月
６
日

課
題
調
査

課
題
調
査

付
託
案
件
審
査

◆
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
◆

安
全
安
心
な

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
を
！

●
主
な
質
疑
応
答

太
子
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

太
子
町
子
ど
も
の
た
め

の
教
育
・
保
育
に
関
す

る
利
用
者
負
担
額
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

給
食
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
に
つ
い
て

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

審
査
結
果

一
般
会
計
決
算

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

９

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

現在の給食センター



　

今
号
は
、
平
成
30
年
度
決
算

認
定
や
保
育
料
無
償
化
に
伴
う

条
例
改
正
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

の
契
約
な
ど
暮
ら
し
に
か
か
わ

る
案
件
が
多
く
上
程
さ
れ
ま
し

た
。
住
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
が

良
く
な
る
よ
う
に
と
考
え
な
が

ら
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。ペ
ー

ジ
数
な
ど
に
限
り
が
あ
る
た
め

す
べ
て
を
伝
え
き
れ
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
議
会

だ
よ
り
を
通
じ
て
少
し
で
も
多

く
皆
様
に
情
報
を
伝
え
ら
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　

（
中
薮 

清
志　

記
）

太
子

町
議

会
だ

よ
り
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議会傍聴に
お越しください！

12月定例会予定
・11月29日（金）　【第1日／提案説明】
・12月   2日（月）　【第2日／一般質問】
・12月   3日（火）　【第3日／一般質問】
・12月   4日（水）　【第4日／議案質疑】
・12月16日（月）　【第5日／討論・採決】

　12月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する
場合がありますので、正式日程はホームページまたは議
会事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ

　
　
　
　
　
　

編
集
後
記

◆
編
集

広
報
広
聴
委
員
会

委  

員  

長　

堀　
　

卓
史

副
委
員
長　

中
薮　

清
志

委　
　

員　

上
山　

隆
弘

　
　
〃　
　

吉
田　

正
之

　
　
〃　
　

森
田　

哲
夫

　
　
〃　
　

出
原　

賢
治

　
　
〃　
　

松
浦　

崇
志

「声」「声」

議会だよりを
読んでのご感想など
�お聴かせください。

あなたの　　　  を

お聴かせください

お問い合わせは太子町議会事務局 まで

　

町
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で

活
躍
中
の
、今
年
、創
立
50
周

年
の
太
子
高
校
！

　

そ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
全
国
大
会

で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
！！

　

そ
こ
に
は
子
育
て
の
ヒ
ン

ト
が
あ
る
の
か
も
！？

　

太
子
町
在
住
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
中
谷
さ
ん
に
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
♪

Ｑ　

高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大

会
で
３
部
門
で
の
受
賞
だ
そ

う
で
す
が
。

　

評
価
さ
れ
た
点
は
何
だ
と

思
い
ま
す
か
？

Ａ　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大

臣
賞
、団
体
の
部
、個
人
の
部
、

で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣

賞
は
全
国
で
27
校
が
選
ば
れ

ま
す
。

　

こ
の
度
の
３
部
門
で
の
受

賞
は
稀
な
こ
と
な
の
で
本
当

に
光
栄
で
す
。

　
　

こ
れ
も
、現
在
、一
緒
に

想
い
を
一
つ
に
し
て
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆

さ
ん
や
、こ
れ
ま
で
太
子
高

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
活
動
さ
れ
て

い
た
先
輩
方
の
功
績
だ
と

思
い
ま
す
。

　
　Ｑ　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う

上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
？

Ａ　

お
仕
事
や
、お
家
の
こ

と
で
忙
し
い
中
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
す
る
の
で
す
か
ら
、同
じ

や
る
の
な
ら
ば「
明
る
く
・
楽

し
く
・
元
気
よ
く
」を
合
言
葉

に
他
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ま
で
巻
き

込
ん
で
や
ろ
う
と
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

太
子
高
校
と
は
ど
ん
な

学
校
で
す
か
。

Ａ　

生
徒
さ
ん
は
素
直
で
明

る
く
、挨
拶
も
き
ち
ん
と
で
き

る
子
た
ち
ば
か
り
で
す
。

　

学
校
生
活
だ
け
で
な
く
、地

域
で
の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
て
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

行
き
た
い
学
校
と
い
っ
て
も

ら
え
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い

で
す
。

夏の京都でのPTA全国大会♪
（左から 松浦校長、中谷PTA会長、前川PTA会計）

と
に
か
く
仲
の
良
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
す

！！

太
子
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

中
谷  

慎
也 

氏 

文化祭にて好評の焼きそばで
生徒との交流！


